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第1章 対象事業の概要 
1.1 環境影響評価実施者の名称 

環境影響評価実施者の名称 ： 猪名川上流広域ごみ処理施設組合 

  管理者 柴生 進 

 

1.2 対象事業の名称等 

対象事業の名称  ：猪名川上流広域ごみ処理施設建設事業 

対象事業の施行者 ：猪名川上流広域ごみ処理施設組合 

  管理者 柴生 進 

対象事業予定地  ：兵庫県川西市国崎字小路 

対象事業の種類  ：「猪名川上流広域ごみ処理施設組合が設置するごみ処理施設に係る環境影響

評価の実施手続に関する条例」の対象となるごみ焼却施設及びリサイクル

プラザの建設 

 

1.3 対象事業の目的及び内容等 

1.3.1 対象事業の目的 

兵庫県川西市、同川辺郡猪名川町、大阪府豊能郡豊能町及び能勢町の 1 市 3 町は、国のごみ処理

の広域化方針を背景に、川西市における施設の老朽化や豊能郡におけるダイオキシン汚染を契機に、

環境を共有する地域として、共同で新たなごみ処理施設を建設することに合意した。 

本事業は、その合意に基づき、ごみ焼却施設及びリサイクルプラザを建設し稼動させることによ

り、ごみ処理施設から排出される有害物質等による環境負荷を現状より低減させるとともに、一般廃

棄物の安定的かつ適正な処理及びリサイクルを行い、循環型社会の構築に寄与することを目的とする。 

 

 

1.3.2 対象事業の内容等 

1) 事業予定地の位置 

事業予定地を図 1-3-1 に示す。 

事業予定地は川西市の最北部にあり、能勢町との境界に近い。ごみ処理の対象区域である 1 市 3

町のほぼ中央に位置する。 

 





 

- 3 - 

2) 事業の規模 

本事業において、想定される規模は表 1-3-1 に示すとおりである。 

ただし、事業の規模については、現在策定中の 1 市 3 町ごみ処理基本計画に基づき、修正するも

のとする。 

 

表 1-3-1 想定される事業の規模 
項   目 規   模 

事業対象面積  約 10 ha（行為面積） 
処理施設 ごみ焼却施設 285 ｔ/日 
 リサイクルプラザ 70 ｔ/5 時間 

 

 

 

3) 処理対象物の種類と想定される処理フロー 

本事業の処理対象物の種類と想定される処理フローを図 1-3-2 に示す。 

 

4) 事業の完成予定 

本事業は、平成 18 年 9 月末の完成を予定している。 
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図 1-3-2 処理対象物の種類と想定される処理フロー 

①燃やすごみ

②粗大ごみ
　（可燃・金属不燃
　複合、不燃小物）

③粗大ごみ
　　　　　（大型）

④空き缶

⑤ビン

⑥PETボトル

⑦容器包装
　プラスチック
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⑨危険ごみ
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選　別

梱　包 資源化

紙
ピット

委託処理

資源化

資源化

資源化

処分

処分

資源化の
可能性
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5) その他前提としている条件 

(1) 排水処理施設 

本事業では、施設からの排出水（雨水を除く）については適切に処理し、公共下水道へ放流する

計画である。 
 

(2) 車両通行計画 

 ① 工事中の工事関係車両 

工事中の資機材の搬入等は、県道野間出野一庫線を通じて行う計画であり、県道から事業予定地

の間は既存の道路を拡幅、もしくは仮設橋梁・道路を設置して行うものとする。 
 

 ② 供用時の廃棄物運搬車両 

施設供用時の搬出入には、直接施設に接続される県道野間出野一庫線を経由して、国道 173 号、

豊能町道吉川中央線、県道国崎野間口線、府道吉野下田尻線、府道野間出野一庫線を使用する計画

である。 
 

(3) 処理施設が環境に与える負荷の基準について 

管理基準として「猪名川上流 1市 3 町広域ごみ処理施設整備検討委員会報告書（平成 11 年 9 月）」

により設定された環境に与える負荷の排出基準を遵守するものとする。 
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第2章 環境影響要因と環境要素の関連 
2.1 環境影響要因の抽出 

本事業の実施が周辺地域の環境に及ぼす影響を明らかにするため、工事から存在、供用までの一

連の諸過程の中から、環境に影響を及ぼす行為（以下「環境影響要因」という。）を、「工事時」、

「存在時」及び「供用時」に大別して把握した。 

事業の実施により環境に影響を及ぼすと考えられる環境影響要因とその抽出理由を表 2-1-1 に

示す。 

 

表 2-1-1 環境影響要因の抽出 

段 階 環境影響要因 抽    出    理    由 
工事時 工事関係車両の走行 車両の走行に伴う排出ガス、騒音及び振動の発生 
 施工機械の稼働 施工機械の稼働に伴う排出ガス、騒音及び振動の発生 
 土地の造成・施設等の建

設 
施設等の建設による土地の改変、造成に伴う粉じんの発
生、濁水の流出、建設廃棄物の発生 

存在時 建築物等の存在 建築物等の存在 
供用時 廃棄物運搬車両の走行 車両の走行に伴う排出ガス、騒音及び振動の発生、廃棄

物からの悪臭の発生 
 施設の稼働 煙突から排出されるばい煙、施設から排出される排水、

施設の稼働に伴う粉じん、騒音、振動、低周波音及び悪
臭の発生、施設稼動に伴う廃棄物の発生、地下水の揚水 

 土地利用の変化 土地利用の変化、河川流量の変化 
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2.2 環境影響要因ごとの環境要素に及ぼす影響の有無 

抽出された環境影響要因、事前調査の結果を照らし合わせ、環境影響要因と環境要素の関連につ

いて、影響の有無を検討した。 

環境影響要因と環境要素の関連を表 2-2-1 に示す。 

 

表 2-2-1 環境影響要因と環境要素の関連 

 工 事 時 存在時 供 用 時 
環境影響要因 

 
 
 
 
 
 
 
環境要素 

工 
事 
関 
係 
車 
両 
の 
走 
行 

施 
工 
機 
械 
の 
稼 
働 

土 
地 
の 
造 
成 
・ 
施 
設 
等 
の 
建 
設 

建 
築 
物 
等 
の 
存 
在 

廃 
棄 
物 
運 
搬 
車 
両 
の 
走 
行 

施 
設 
の 
稼 
働 

土 
地 
利 
用 
の 
変 
化 

大 気 汚 染 ○ ○   ○ ○ ○ 
水 質 汚 濁   ○   ○  
底 質   ○   ○  
土 壌 汚 染      ○  
騒 音 ○ ○   ○ ○  
振 動 ○ ○   ○ ○  
低 周 波 音      ○  
地 盤 沈 下    ○  ○  
悪 臭     ○ ○  
廃 棄 物   ○   ○  
地 形 ・ 地 質   ○     
陸 生 植 物   ○    ○ 
陸 生 動 物   ○    ○ 
水 生 生 物   ○    ○ 
生 態 系   ○    ○ 
文 化 財   ○     
レクリエーション ○   ○ ○   
景 観    ○    
水 象       ○ 
地 球 温 暖 化 ○ ○   ○ ○  
注）○：影響が考えられる項目、空欄：影響がないか若しくは影響がほとんどない項目 
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第3章 環境影響評価の実施方針 
3.1 現況調査、予測・評価を行う項目 

本環境影響評価において、現況調査及び予測・評価を行う環境要素は、表 3-1-1 に示すとおりで

ある。 

 

表 3-1-1 現況調査、予測・評価を行う項目 

   予 測 ・ 評 価  
環境影響要因 現 工 事 時 存在時 供 用 時 

 
 
 
 
 
 
 
 
環境要素 

 
況 
 
調 
 
査 

工 
事 
関 
係 
車 
両 
の 
走 
行 

施 
工 
機 
械 
の 
稼 
働 

土 
地 
の 
造 
成 
・ 
施 
設 
等 
の 
建 
設 

建 
築 
物 
等 
の 
存 
在 

廃 
棄 
物 
運 
搬 
車 
両 
の 
走 
行 

施 
設 
の 
稼 
働 

土 
地 
利 
用 
の 
変 
化 

大 気 汚 染 ○ ○ ○   ○ ○ ○ 
水 質 汚 濁 ○   ○   ○  
底 質 ○   ○   ○  
土 壌 汚 染 ○      ○  
騒 音 ○ ○ ○   ○ ○  
振 動 ○ ○ ○   ○ ○  
低 周 波 音 ○      ○  
地 盤 沈 下 ○    ○  ○  
悪 臭 ○     ○ ○  
廃 棄 物 ○   ○   ○  
地 形 ・ 地 質 ○   ○     
陸 生 植 物 ○   ○    ○ 
陸 生 動 物 ○   ○    ○ 
水 生 生 物 ○   ○    ○ 
生 態 系 ○   ○    ○ 
文 化 財 ○   ○     
レクリエーション ○ ○   ○ ○   
景 観 ○    ○    
水 象 ○       ○ 
地 球 温 暖 化 ○ ○ ○   ○ ○  
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3.2 調査等の計画 

3.2.1 現況調査計画（案） 

現況調査計画（案）を表 3-2-1 に、現地調査地点位置図を図 3-2-1 に示す。 

表 3-2-1(1) 現況調査計画（案） 

環 境 要 素 調 査 方 法  現地調査項目 現地調査地点 
現地調査の 
時期・頻度 

大 気 汚 染 既存資料の収集・整理
を行うとともに、地上 

地上気象 風向・風速,気温,湿度,日射量
及び放射収支量 

事業予定地 1 地
点 

1 年間連続 

 気象、上層気象及び大
気質の現地調査を行う 

上層気象 風向・風速,気温 事業予定地 1 地
点 

4季各 7日間 

  大気質 二酸化硫黄,窒素酸化物,浮遊
粒子状物質,光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

周辺地域 6 地点 4季各 7日間 

   塩化水素,ﾍﾞﾝｾﾞﾝ,ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ,ﾃ
ﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ,ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ,水銀,粉
じん及び粉じん中重金属,ﾀﾞｲｵ
ｷｼﾝ類 

周辺地域 6 地点 4季各 1日間 

   野外拡散実験 風下 3km 程度 2季各 5日間 
(計 10 ｹｰｽ) 

水 質 汚 濁 既存資料の収集・整理
を行うとともに、表流
水水質の現地調査を行 

平常時 
水質 

一般項目(水温,流量等 5 項目) 
生活環境項目(pH,BOD 等 8 項
目) 

知明湖(田尻川) 
1 地点 

12 回/年 

 う  健康項目(重金属等 26 項目) 
その他項目(ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類等 12 項
目) 

知明湖(田尻川) 
1 地点 

4 季各 1 回 

  出水時 
水質 

浮遊物質量,透視度,濁度,流量 知明湖(田尻川) 
1 地点 

2 回/年 

   粒度組成,沈降試験 事業予定地 1 地
点 

1 回 

  地下水 
水質 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 周辺地域 1 地点 1 回 

底 質 既存資料の収集・整理
を行うとともに、底質
の現地調査を行う 

底 質 含水量,硫化物,強熱減量,粒度
組成,COD,R-Hg,T-N,T-P,Pb, 
Cd,T-Hg,As,Cr6+,T-Cr,Cu,CN,
PCB,ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類,pH,酸化還元電
位,ﾘﾝ酸性ﾘﾝ,ｱﾝﾓﾆｱ性窒素,硝
酸性窒素,亜硝酸性窒素 

知明湖(田尻川) 
1 地点 

2 季各 1 回 

土 壌 汚 染 既存資料の収集・整理
を行うとともに、土壌
汚染の現地調査を行う 

土壌汚染 環境基準項目の 27 項目 
ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

事業予定地 1 地
点,周辺地域6地
点 

1 回/年 

騒 音 既存資料の収集・整理
を行うとともに、騒音
の現地調査を行う 

道路交通
騒音 

騒音ﾚﾍﾞﾙ,交通量 県道野間出野一
庫線、県道国崎
野間口線の計 3
地点 

2 回/年 

  環境騒音 騒音ﾚﾍﾞﾙ 事業予定地敷地
境界の 1 地点 
周辺地域 1 地点 

2 回/年 

振 動 既存資料の収集・整理
を行うとともに、振動 

道路交通
振動 

振動ﾚﾍﾞﾙ,地盤卓越振動数 道路交通騒音と
同じ 

2 回/年 

 の現地調査を行う 環境振動 振動ﾚﾍﾞﾙ 環境騒音と同じ 2 回/年 
低 周 波 音 既存資料の収集・整理

を行うとともに、低周
波音の現地調査を行う 

低周波音 低周波音圧ﾚﾍﾞﾙ 環境騒音と同じ 2 回/年 

地 盤 沈 下 既存資料の収集・整理
を行い、地盤の状況を
把握する 

－ － － － 

悪 臭 既存資料の収集・整理
を行うとともに、悪臭
の現地調査を行う 

悪 臭 特定悪臭物質 22 項目,臭気指
数 

事業予定地敷地
境界の 1 地点 
周辺地域 4 地点 

2 季各 1 回 
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表 3-2-1(2) 現況調査計画（案） 

環 境 要 素 調 査 方 法  現地調査項目 現地調査地点 
現地調査の 
時期・頻度 

廃 棄 物 事業計画の内容と現地
調査をもとに廃棄物の
発生状況について調査
する 

廃棄物 樹木等の状況 事業予定地 1 回 

地形・地質 既存資料の収集・整理
を行い、地形・地質の
状況について把握する 

－ － － － 

陸 生 植 物 既存資料の収集・整理
を行うとともに、陸生
植物の現地調査を行う 

陸生植物 植物相,植物群落 事業予定地中心
から半径500m程
度の範囲 

4 季 

陸 生 動 物 既存資料の収集・整理
を行うとともに、陸生
動物の現地調査を行う 

陸生動物 ほ乳類,鳥類,両生・は虫類,昆
虫類 

事業予定地中心
から半径500m程
度の範囲 

4 季 

水 生 生 物 既存資料の収集・整理
を行うとともに、水生
生物の現地調査を行う 

水生生物 魚類,底生動物,付着藻類 知明湖(田尻川) 
等 3 地点 

4 季 

生 態 系 動植物の現地調査及び
既存資料調査をもとに
生態系の構成要素及び
相互関係を把握する 

－ － － － 

文 化 財 既存資料の収集・整理
を行い、埋蔵文化財包
蔵地等の分布状況につ
いて把握する 

銀銅採掘
坑分布地
区 

現地踏査 事業予定地 1 回 

ﾚ ｸ ﾘ ｴ ｰ ｼ ｮ ﾝ 既存資料の収集・整理
及び現地踏査を行い、
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ地の分布状況
及び概要等について把
握する 

－ － － － 

景 観 既存資料の収集・整理
を行うとともに、景観
の現地調査を行う 

景 観 景観構成要素の状況,主要眺望
地点からの眺望の状況 

事業予定地中心
から半径 3km 程
度の範囲 

2 季 

水 象 既存資料の収集・整理
を行うとともに、水質
の現地調査結果をもと
に水象の状況を把握す
る 

水 象 流量(水質汚濁調査と兼ねる) 知明湖(田尻川) 
1 地点 

12 回/年 

地球温暖化 事業計画の内容をもと
に事業実施による燃料
等の使用状況について
調査する 

－ － － － 
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3.2.2 予測・評価計画（案） 

予測計画（案）を表 3-2-2 に、評価計画を表 3-2-3 に示す。 

 

表 3-2-2(1) 予測計画（案） 

環 境 要 素 
予測対象 
時  期 

予 測 項 目 予測地域 予 測 方 法 

大 気 汚 染 工事時 工事関係車両の走行に伴う排出
ガスの影響 

車両が走行する
沿道地域 

大気拡散モデル(ﾌﾟﾙｰﾑ・ﾊﾟﾌ
式)による数値計算により予
測する。 

  施工機械の稼働に伴う排出ガス
の影響 

事業予定地周辺
地域 

大気拡散モデル(ﾌﾟﾙｰﾑ・ﾊﾟﾌ
式)による数値計算により予
測する。 

 供用時 廃棄物運搬車両の走行に伴う排
出ガスの影響 

車両が走行する
沿道地域 

大気拡散モデル(ﾌﾟﾙｰﾑ・ﾊﾟﾌ
式)による数値計算により予
測する。 

  焼却施設の稼動に伴い発生する
排出ガスの影響 

事業予定地を中
心 と す る 半 径
5km 四方の範囲 

大気拡散モデル(ﾌﾟﾙｰﾑ・ﾊﾟﾌ
式等)による数値計算により
予測(長期濃度及び短期濃度)
する。 

  裸地等から発生する粉じんの影
響 

事業予定地周辺
地域 

事業計画、気象調査結果等を
もとに定性的に予測する。 

水 質 汚 濁 工事時 降雨時の濁水による河川等水質
への影響 

知明湖(田尻川) 事業計画、保全対策等をもと
に定性的に予測する。 

 供用時 施設からの排水による河川等水
質への影響 

知明湖(田尻川) 水質予測モデルによる数値計
算あるいは類似事例の引用又
は解析により予測する。 

底 質 工事時 降雨時の濁水による底質への影
響 

知明湖(田尻川) 事業計画、保全対策等をもと
に定性的に予測する。 

 供用時 施設からの排水による底質への
影響 

知明湖(田尻川) 事業計画、保全対策等をもと
に定性的に予測する。 

土 壌 汚 染 供用時 焼却施設の稼動に伴い発生する
排出ガスの影響 

事業予定地を中
心 と す る 半 径
5km 四方の範囲 

大気汚染の予測結果から定性
的に予測する。 

騒 音 工事時 施工機械の稼動による騒音の影
響 

事業予定地周辺
地域 

騒音伝播モデルによる数値計
算により予測する。 

  工事関係車両の走行に伴う騒音
の影響 

車両が走行する
沿道地域 

騒音伝播モデルによる数値計
算により予測する。 

 供用時 施設の稼動による騒音の影響 事業予定地周辺
地域 

騒音伝播モデルによる数値計
算により予測する。 

  廃棄物運搬車両の走行に伴う騒
音の影響 

車両が走行する
沿道地域 

騒音伝播モデルによる数値計
算により予測する。 

振 動 工事時 施工機械の稼動による振動の影
響 

事業予定地周辺
地域 

振動伝播モデルによる数値計
算により予測する。 

  工事関係車両の走行に伴う振動
の影響 

車両が走行する
沿道地域 

振動伝播モデルによる数値計
算により予測する。 

 供用時 施設の稼動による振動の影響 事業予定地周辺
地域 

振動伝播モデルによる数値計
算あるいは類似事例の引用又
は解析により予測する。 

  廃棄物運搬車両の走行に伴う振
動の影響 

車両が走行する
沿道地域 

振動伝播モデルによる数値計
算により予測する。 

低 周 波 音 供用時 施設の稼動による低周波音の影
響 

事業予定地周辺
地域 

低周波音伝播モデルによる数
値計算あるいは類似事例の引
用又は解析により予測する。 
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表 3-2-2(2) 予測計画（案） 

環 境 要 素 
予測対象 
時  期 

予 測 項 目 予測地域 予 測 方 法 

地 盤 沈 下 存在時 施設等の立地による加重による
影響 

事業予定地及び
その周辺地域 

事業計画、既存調査結果等を
もとに、既存の類似事例等を
参考に定性的に予測する。 

 
供用時 地下水の揚水による影響 事業予定地及び

その周辺地域 
事業計画、既存調査結果等を
もとに、既存の類似事例等を
参考に定性的に予測する。 

悪 臭 供用時 施設から発生する悪臭の影響 事業予定地周辺
地域 

事業計画、現況調査結果等を
もとに、既存の類似事例等を
参考に定性的に予測する。 

  廃棄物運搬車両から発生する悪
臭の影響 

車両が走行する
沿道地域 

事業計画等をもとに、既存の
類似事例等を参考に定性的に
予測する。 

廃 棄 物 工事時 建設副産物の発生による影響 事業予定地及び
廃棄物の処分先 

事業計画、現況調査結果等を
もとに、既存の類似事例等を
参考に定性的に予測する。 

 供用時 施設の稼動に伴い発生する廃棄
物の影響 

事業予定地及び
廃棄物の処分先 

事業計画、現況調査結果等を
もとに、既存の類似事例等を
参考に定性的に予測する。 

地形・地質 工事時 土地の改変による特異な地形・
地質への影響 

事業予定地及び
その周辺地域 

事業計画、現況調査結果等を
もとに、既存の類似事例等を
参考に定性的に予測する。 

陸 生 植 物 工事時 
供用時 

土地の改変及び土地利用の変化
による陸生植物への影響 

事業予定地及び
その周辺地域 

事業計画、現況調査結果等を
もとに、既存の類似事例等を
参考に定性的に予測する。 

陸 生 動 物 工事時 
供用時 

土地の改変及び土地利用の変化
による陸生動物への影響 

事業予定地及び
その周辺地域 

事業計画、現況調査結果等を
もとに、既存の類似事例等を
参考に定性的に予測する。 

水 生 生 物 工事時 
供用時 

土地の改変及び土地利用の変化
による水生生物への影響 

知明湖(田尻川) 事業計画、現況調査結果等を
もとに、既存の類似事例等を
参考に定性的に予測する。 

生 態 系 工事時 
供用時 

土地の改変及び土地利用の変化
による生態系への影響 

事業予定地及び
その周辺地域 

事業計画、現況調査結果等を
もとに、既存の類似事例等を
参考に定性的に予測する。 

文 化 財 工事時 土地の改変による埋蔵文化財包
蔵地等への影響 

事業予定地 事業計画、現況調査結果等を
もとに、既存の類似事例等を
参考に定性的に予測する。 

ﾚ ｸ ﾘ ｴ ｰ ｼ ｮ ﾝ 工事時 
供用時 

工事関係車両及び廃棄物運搬車
両の走行によるレクリエーショ
ン地等への影響 

レクリエーショ
ン地 

事業計画、現況調査結果等を
もとに、既存の類似事例等を
参考に定性的に予測する。 

 存在時 施設の存在によるレクリエーシ
ョン地等への影響 

レクリエーショ
ン地 

事業計画、現況調査結果等を
もとに、既存の類似事例等を
参考に定性的に予測する。 

景 観 存在時 施設の存在による景観への影響 主要眺望地点 主要眺望地点からの現状の景
観に、施設の予測画像を合成
したフォトモンタージュ写真
を作成し、定性的に予測する。 

水 象 供用時 土地利用の変化による河川等流
況への影響 

知明湖(田尻川) 事業計画、現況調査結果等を
もとに、既存の類似事例等を
参考に定性的に予測する。 

地球温暖化 工事時 
供用時 

工事及び施設稼働による二酸化
炭素の排出量 

－ 
廃棄物の処理量等から二酸化
炭素の排出量を予測する。 
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表 3-2-3(1) 評価計画（案） 

環 境 要 素 
予測対象 
時  期 

予 測 項 目 環境保全目標 評 価 方 法 

大 気 汚 染 工事時 工事関係車両の走行に
伴う排出ガスの影響 

環境基準値を環境保全目標
とする。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

  施工機械の稼働に伴う
排出ガスの影響 

環境基準値を環境保全目標
とする。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

 供用時 廃棄物運搬車両の走行
に伴う排出ガスの影響 

環境基準値を環境保全目標
とする。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

  焼却施設の稼動に伴い
発生する排出ガスの影
響 

環境基準値等を環境保全目
標とする。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

  裸地等から発生する粉
じんの影響 

周辺住民の日常生活に著し
い影響を与えないこと。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

水 質 汚 濁 工事時 降雨時の濁水による河
川等水質への影響 

河川等水質に著しい影響を
及ぼさないこと。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

 供用時 施設からの排水による
河川等水質への影響 

環境基準値等を環境保全目
標とする。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

底 質 工事時 降雨時の濁水による底
質への影響 

底質の悪化を招かないこ
と。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

 供用時 施設からの排水による
底質への影響 

底質の悪化を招かないこ
と。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

土 壌 汚 染 供用時 焼却施設の稼動に伴い
発生する排出ガスの影
響 

環境基準値を環境保全目標
とする。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

騒 音 工事時 施工機械の稼動による
騒音の影響 

環境基準値等を環境保全目
標とする。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

  工事関係車両の走行に
伴う騒音の影響 

環境基準値等を環境保全目
標とする。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

 供用時 施設の稼動による騒音
の影響 

環境基準値等を環境保全目
標とする。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

  廃棄物運搬車両の走行
に伴う騒音の影響 

環境基準値等を環境保全目
標とする。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

振 動 工事時 施工機械の稼動による
振動の影響 

周辺住民が日常生活におい
て支障がないこと。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

  工事関係車両の走行に
伴う振動の影響 

周辺住民が日常生活におい
て支障がないこと。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

 供用時 施設の稼動による振動
の影響 

周辺住民が日常生活におい
て支障がないこと。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

  廃棄物運搬車両の走行
に伴う振動の影響 

周辺住民が日常生活におい
て支障がないこと。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

低 周 波 音 供用時 施設の稼動による低周
波音の影響 

指標値等を環境保全目標と
する。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

地 盤 沈 下 存在時 施設等の立地による加
重による影響 

地盤沈下を生じないこと。 予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

 
供用時 地下水の揚水による影

響 
地盤沈下を生じないこと。 予測結果と環境保全目標と

の対比において評価する。 
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表 3-2-3(2) 評価計画（案） 

環 境 要 素 
予測対象 
時  期 

予 測 項 目 環境保全目標 評 価 方 法 

悪 臭 供用時 施設から発生する悪臭
の影響 

周辺住民が日常生活におい
て感知しないこと。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

  廃棄物運搬車両から発
生する悪臭の影響 

周辺住民が日常生活におい
て感知しないこと。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

廃 棄 物 工事時 建設副産物の発生によ
る影響 

地域における廃棄物の処
理・処分に支障を及ぼさな
いこと。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

 供用時 施設の稼動に伴い発生
する廃棄物の影響 

地域における廃棄物の処
理・処分に支障を及ぼさな
いこと。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

地形・地質 工事時 土地の改変による特異
な地形・地質への影響 

貴重な地形・地質について
は重要度区分に応じて保全
することとする。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

陸 生 植 物 工事時 
供用時 

土地の改変及び土地利
用の変化による陸生植
物への影響 

全般に自然環境への影響を
できる限り回避・低減し、
保全することとし、かつ、
貴重な陸生植物については
重要度区分に応じて保全す
ることとする。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

陸 生 動 物 工事時 
供用時 

土地の改変及び土地利
用の変化による陸生動
物への影響 

全般に自然環境への影響を
できる限り回避・低減し、
保全することとし、かつ、
貴重な陸生動物については
重要度区分に応じて保全す
ることとする。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

水 生 生 物 工事時 
供用時 

土地の改変及び土地利
用の変化による水生生
物への影響 

全般に自然環境への影響を
できる限り回避・低減し、
保全することとし、かつ、
貴重な水生生物については
重要度区分に応じて保全す
ることとする。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

生 態 系 工事時 
供用時 

土地の改変及び土地利
用の変化による生態系
への影響 

自然環境への影響をできる
限り回避・低減し、保全す
ること。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

文 化 財 工事時 土地の改変による埋蔵
文化財包蔵地等への影
響 

できるかぎり支障を及ぼさ
ないこと。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

ﾚ ｸ ﾘ ｴ ｰ ｼ ｮ ﾝ 工事時 
供用時 

工事関係車両及び廃棄
物運搬車両の走行によ
るレクリエーション地
等への影響 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ地・施設の利用に
支障がないこと。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

 存在時 施設の存在によるレク
リエーション地等への
影響 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ地・施設の利用に
支障がないこと。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

景 観 存在時 施設の存在による景観
への影響 

周辺地域の景観と調和が図
られていること。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

水 象 供用時 土地利用の変化による
河川等流況への影響 

現況の水利用に支障をきた
さないこと。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 

地球温暖化 工事時 
供用時 

工事及び施設稼働によ
る二酸化炭素の排出量 

二酸化炭素の排出量が可能
な限り抑制されているこ
と。 

予測結果と環境保全目標と
の対比において評価する。 
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7 表 2-2-1 環境影響要因と環境要素の関連 

環境要素(水生生物)の環境影響要因として「施設の稼

働」を選定 

 

環境要素(水生生物)の環境影響要因として「施設の稼

働」を削除し、「土地利用の変化」を選定 

 表 2-2-1 環境影響要因と環境要素の関連  

環境要素として「地球温暖化」を追加し、環境影響要

因を選定 

8 表 3-1-1 現況調査、予測・評価を行う項目 

環境要素(水生生物)の予測・評価項目として「施設の

稼働」を選定 

 

環境要素(水生生物)の予測・評価項目として「施設の

稼働」を削除し、「土地利用の変化」を選定 

 表 3-1-1 現況調査、予測・評価を行う項目  

環境要素として「地球温暖化」を追加し、予測・評価

項目を選定 

9 表 3-2-1(1) 現況調査計画(案) 

上層気象の現地調査の時期・頻度 

「2季各 7日間」 

 

 

「4 季各 7日間」へ変更 

 表 3-2-1(1) 現況調査計画(案) 

大気質の現地調査項目 

「ｶﾞｽ状水銀」 

 

 

「水銀」へ変更 

 表 3-2-1(1) 現況調査計画(案) 

大気質の現地調査地点 

「周辺地域 5 地点」 

 

 

「周辺地域 6 地点」へ変更 

 表 3-2-1(1) 現況調査計画(案) 

出水時水質の現地調査項目 

 

「流量」、「粒度組成,沈降試験」を追加 

 表 3-2-1(1) 現況調査計画(案) 

水質汚濁の項目 

 

「地下水水質」としてﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を追加 

 表 3-2-1(1) 現況調査計画(案) 

底質の現地調査項目 

 

 

「pH,酸化還元電位,ﾘﾝ酸性ﾘﾝ,ｱﾝﾓﾆｱ性窒素,硝酸性窒

素,亜硝酸性窒素」を追加 
 表 3-2-1(1) 現況調査計画(案) 

土壌汚染の現地調査地点 

「周辺地域 5 地点」 

 

 

「事業予定地 1地点,周辺地域 6地点」へ変更 

 表 3-2-1(1) 現況調査計画(案) 

騒音(道路交通騒音)の現地調査地点 

「府道吉野下田尻線、県道野間出野一庫線、県道国崎

野間口線の各 1地点」 

 

 

「県道野間出野一庫線、県道国崎野間口線の計3地点」

へ変更 

10 表 3-2-1(2) 現況調査計画(案) 

水生生物の現地調査地点 

「知明湖(田尻川)2 地点」 

 

 

「知明湖(田尻川)等 3地点」へ変更 

 表 3-2-1(2) 現況調査計画(案)  

現況調査項目の環境要素として「地球温暖化」を追加 

11 図 3-2-1 現地調査地点位置図(案) 大気質調査 1 地点(一庫)を追加 

土壌調査 2地点(事業予定地,周辺)を追加 

地下水調査地点 1地点(国崎)を追加 

道路交通騒音・振動 1地点を移動 

12 表 3-2-2(1) 予測計画(案) 

大気汚染(供用時)の焼却施設の稼動に伴い発生する

排出ガスの影響の予測方法 

「大気拡散モデル(ﾌﾟﾙｰﾑ・ﾊﾟﾌ式)による数値計算によ

り……」 

 

 

 

「大気拡散モデル(ﾌﾟﾙｰﾑ・ﾊﾟﾌ式等)による数値計算に

より……」へ変更 

13 表 3-2-2(2) 予測計画(案) 予測項目として「廃棄物運搬車両から発生する悪臭の

影響」を追加 

 表 3-2-2(2) 予測計画(案) 環境影響要因として「地球温暖化」を追加し、予測対

象時期、予測項目等を記載 

15 表 3-2-3(2) 評価計画(案) 評価項目として「廃棄物運搬車両から発生する悪臭の

影響」を追加 

 表 3-2-3(2) 評価計画(案) 環境影響要因として「地球温暖化」を追加し、環境保

全目標、評価方法を記載 
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